
Going forward, we will parse out which activities are the most effective for improving students’ pronunciation in as little time as possible.

The effects of perception- vs. production-based pronunciation instruction
While research has shown that explicit pronunciation instruction (PI) is facilitative of various 

aspects of second language speech learning, a growing number of scholars have begun to 
examine which type of instruction can best impact on acquisition. This study explored the effects 
of perception- vs. production-based methods of PI. Our findings suggested that perception-based 
training may be the more effective training method across both segmental and suprasegmental 
features.
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このプロジェクトの主な目的は、実験結果を教室での実践的な教育活動に応用できるようにすることだった。今後は、生徒の発音をできるだけ短時
間で上達させるためには、どのようなリスニング活動が最も効果的で経済的なのかをさらに解析していく必要がある。

「発音指導法：リスニング 対 スピーキング」
明示的な発音指導（PI）の提供が第二言語（L2）の音声学習のさまざまな側面を促進すること

が研究によって示されていますが、ますます多くの学者が、どのタイプの指導が習得に最も影響
を与えることができるかを検討しています。本研究では、日本人大学生の間の「聴覚」対「発声」
ベースのPI方法の効果を調査しました。

参加者（115名）は、英語の分節的または超分節的特徴に関する2週間の指導を受け、進捗状況
は事前/事後/遅延の事後試験デザインで評価されました。

全実験グループでは、発音の正確さが大幅に向上しました。しかし、指導法により、発音の正
確さはグループ間および時間の経過とともに大幅に変化しました。 調査結果の綿密な調査は、聴
覚ベースのトレーニングが、分節と超分節の両方の特徴にわたってより効果的なトレーニング方
法であるかもしれないことを示唆しました。
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